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○親
医
療
助
成
の
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

○親
（ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）の
医
療
証
は
、

要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま

す
。

①
現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
（資
格
者
）

に
制
度
・更
新
の
案
内
、
申
請
書
（現
況
届
）を
、

11
月
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

②
12
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
（現
況

届
）と
次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（ア
）健
康
保
険
証
の
写
し

（イ
）資
格
審
査
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
村
が
保
有
す

る
税
情
報
な
ど
を
閲
覧
す
る
事
に
同
意
い
た
だ

け
な
い
方
は
、
所
得
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
平
成
26
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類

（
市
区
町
村
の
課
税
所
得
証
明
な
ど
で
は
平
成

27
年
度
課
税
分
と
な
り
ま
す
）の
提
出
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務
者
、

も
し
く
は
扶
養
す
る
児
童
な
ど
に
所
得
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
方
の
課
税
証
明
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
平
成
26
年
中
の
所
得
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該
当
審

査
・区
分
判
定
を
行
な
い
、現
在
の
医
療
証
の
有
効

期
限
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

※
②
（ア
）は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
前

回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方

は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
医
療
助
成
制
度
・
そ
の
他
の
医
療
給
付
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
】

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
特
に

○子
助
成
と

○親
助
成
と
の
優
先
順
位

（更
新
時
期
が
異
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、数
か
月

単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①

○乳
と

○親
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合

○乳
が
優
先
し
ま
す
。

②

○子
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合

○
住
民
税

非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先

○
住
民
税

課
税
の
場
合
、

○子
が
優
先

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

村
で
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の

適
正
な
課
税
の
た
め
、
土
地
・家
屋
・償
却
資
産
の
現

況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、主
に
土
地
・家
屋
の
利
用
状
況
や
償
却
資

産
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
必
要
に
応
じ
て
敷
地
内
に
立
ち

入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収

【
母
島
回
収
日
】
12
月
３
日
（木
）

【
父
島
回
収
日
】
12
月
９
日
（水
）

※
父
島
の
回
収
日
は
毎
月
第
二
水
曜
日
で
す
。

※
父
島
で
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日
（月
）ま
で

に
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

建
設
水
道
課

２
―
３
１
１
５

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

第
５
回
教
育
委
員
会

【
平
成
27
年
第
５
回
教
育
委
員
会
】

《
日
時
》
12
月
14
日
（月
）午
後
４
時
30
分
～

《
場
所
》
村
役
場
第
２
庁
舎
２
階
会
議
室

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

２
―
３
１
１
７

第
33
回
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
12
月
19
日
（土
）に

父
島
で
開
催
し
ま
す
。

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

【
競
技
日
程
お
よ
び
競
技
会
場
】

※
天
候
や
海
況
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局

（教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

２
―
３
１
１
７

編集・発行 小笠原村総務課
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小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

11/25現在

父島

100/100

母島

100/100

10月気象状況（父島）

最高気温 28.1℃

最低気温 23.7℃

平均気温 25.8℃

平均湿度 81％

月降水量 114.0mm

住民基本台帳登録者数（11/1）

2,597人

父島 母島

人口 2,134人 463人

世帯 1,212 257

ＮＯ．６５２

平成27年(2015)

１2/１(火)

場 所 種目／時間

高校体育館 バドミントン 10:00 ～ 12:00

卓 球 10:00 ～ 12:00

バレーボール（男子） 15:30 ～ 17:00

バレーボール（女子） 14:00 ～ 15:30

野球（シニア） 12:00 ～ 14:00

野球（ヤング） 10:00 ～ 12:00

テ ニ ス 10:00 ～ 13:00

サ ッ カ ー 15:00 ～ 17:00

ゲートボール 13:00 ～ 15:00

1711 12 13 14

奥村
運動場

10 15

高校
グランド

小中
体育館

16
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第
43
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

【
日
時
】
平
成
28
年
１
月
17
日
（日
）午
前
９
時
～

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
前
８
時
45
分

※
荒
天
順
延
・予
備
日
１
月
24
日
（日
）

【
会
場
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・西
町

【
部
門
】《
個
人
》

《
団
体
》
同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞

上
位
５
名
の
合
計
タ
イ
ム

【
申
込
方
法
】
一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙

を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

12
月
１
日
（火
）～
平
成
28
年
１
月
７
日
（木
）

【
そ
の
他
】

○
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

○
ご
自
身
の
健
康
状
態
に
十
分
留
意
し
、
決
し
て

無
理
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
こ
ろ
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
競
技
終
了
（正
午
ご

ろ
）ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
走
者
へ
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】
１
部

午
前
９
時
30
分
予
定

２
部

午
前
10
時
15
分
予
定

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

母
島
小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
大

会
当
日
は
、
安
全
の
た
め
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
12
月
８
日
（火
）午
後
１
時
15
分
〜
３
時
10
分

《
予
備
日
１
》
12
月
10
日
（木
）

《
予
備
日
２
》
12
月
11
日
（金
）

【
コ
ー
ス
】

《
４
㎞
・
６
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
ス
タ
ー
ト

村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→

御
嶽
橋
→
村
民
会
館
前

《
１
・２
・３
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
５
分
ス
タ
ー
ト

村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→

御
嶽
橋
→
村
民
会
館
前

※
小
学
１
・
２
年
生
は
、
校
庭
で
３
分
間
走
お
よ

び
５
分
間
走
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

母
島
小
中
学
校

３
―
２
１
８
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い

【
通
知
カ
ー
ド
の
受
取
】

現
在
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
も
「
通
知
カ
ー
ド
」
の

送
付
が
12
月
末
ま
で
を
目
途
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局
か
ら
村
に
返
戻
さ
れ
た
簡
易
書
留
（
通
知

カ
ー
ド
）
は
、
住
民
登
録
地
が
父
島
の
方
は
村
民
課

住
民
係
、
母
島
の
方
は
母
島
支
所
に
て
お
預
か
り
し

て
い
ま
す
。
お
早
め
に
受
取
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
取
の
際
は
、
郵
便
局
の
不
在
連
絡
票
と
ご
本
人

を
確
認
す
る
た
め
の
運
転
免
許
証
な
ど
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯
以
外
の
代
理
人
が
受
け
取
る

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
通
知
カ
ー
ド
が
未
着
の
方
で
、
ご
自
身
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
住
民
票
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
任
意
で
す
】

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の

申
請
は
任
意
で
す
。
ご
希
望
の
方
の
み
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
小
笠
原
村
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
使
う
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
通
知
カ
ー
ド
は
当
面
無
料
（
再

交
付
は
除
く
）
で
す
が
、
い
ず
れ
有
料
に
な
る
見
込

み
で
す
。

【
窓
口
に
お
越
し
の
際
に
は
】

今
後
、転
入
や
転
居
な
ど
の
住
所
変
更
の
手
続
き
、

お
よ
び
婚
姻
や
離
婚
な
ど
戸
籍
の
手
続
き
の
際
に
は
、

記
載
内
容
の
変
更
も
行
な
い
ま
す
の
で
「
通
知
カ
ー

ド
」
ま
た
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
併
せ
て
お
持

ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
の
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

（第
３
回
）

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し

て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】
平
成
27
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事

業
（第
３
回
）

【
募
集
期
間
】
12
月
１
日
（火
）～
24
日
（木
）

【
対
象
事
業
】

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業

○
そ
の
ほ
か
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

①
調
査
研
究

②
地
元
の
元
気
創
生

③
地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関

す
る
事
業

※
①
～
③
の
テ
ー
マ
は
平
成
27
年
度
限
定
で
対

象
事
業
に
追
加
さ
れ
た
内
容
で
す
。

【
補
助
対
象
団
体
】

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・会
則
・名
簿
な
ど
の
あ
る
団
体
な
ど

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
ほ
か
東
京
都
島

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は

２
０
０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。

【
事
業
期
間
】

事
業
開
始
日
～
平
成
28
年
11
月
30
日

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係

●
問
合
せ
先

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

企
画
管
理
課

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６

総
務
課
企
画
政
策
室

２
―
３
１
１
１

行
政
相
談
所
の
開
設

【
実
施
日
程
】
12
月
８
日
（火
）

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当

山
田
捷
夫

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
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《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

12
月
は
、
固
定
資
産
税
（第
３
期
）お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（第
３
期
）の
納
期
で
す
。

納
期
限
は
、
25
日
（金
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
４
日
（月
）と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

年
末
年
始
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

今
年
の
年
末
年
始
も
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ

マ
ル
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
幼
鳥
の
巣
立
ち
に
配

慮
し
た
上
で
、
点
灯
を
開
始
し
ま
す
。

【
期
間
】
平
成
28
年
１
月
15
日
（金
）ま
で

【
時
間
】
午
後
５
時
～
10
時

※
12
月
24
日
（木
）・
25
日
（金
）・
31
日
（木
）は
、

午
前
０
時
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

村
長
出
張
報
告

【
出
張
期
間
】
10
月
17
日
～
11
月
１
日

○
防
災
道
路
整
備
要
望
活
動

○
沖
港
整
備
要
望
活
動

○
都
町
村
会
町
村
長
会
議

○
島
嶼
町
村
長
会
議

○
地
域
力
創
造
対
策
協
議
会

○
関
東
の
港
湾
を
考
え
る
意
見
交
換
会

○
小
笠
原
航
路
部
会

○
都
砂
防
促
進
大
会

な
ど

世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
・

世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
の
開
催

地
域
連
絡
会
議
で
は
、
地
域
と
共
生
し
た
世
界
遺

産
管
理
を
目
指
し
て
、
く
ら
し
に
身
近
な
課
題
（
愛

玩
動
物
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
外
来
種
の

拡
散
防
止
対
策
、ネ
ズ
ミ
対
策
な
ど
に
関
す
る
話
題
）

や
、
属
島
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
兄
島
の
グ
リ
ー
ン

ア
ノ
ー
ル
対
策
、
陸
産
貝
類
保
全
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
地
元
関
係
者
を
交
え
て
議
論
を
行
な
う
予
定
で

す
。
皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
会
場
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、
満
室
の
場
合
座

席
が
ご
用
意
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
15
日
（
火
）

（
科
学
委
員
会
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
地
域
連
絡
会
議
）
午
後
４
時
～
６
時

【
会
場
】（
父
島
）
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
母
島
）
小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所

【
地
域
連
絡
会
議
の
主
な
議
題
】

○
個
別
の
地
域
課
題
の
検
討
状
況
（
愛
玩
動
物
、

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
外
来
種
の
拡
散
防

止
対
策
、
ネ
ズ
ミ
対
策
な
ど
）

○
村
民
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

○
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
管
理
の
ト
ピ
ッ
ク

●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
（新
規
・更
新
）

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
11
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（免
許
証
な
ど
）

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終
了

後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ
ス
」

が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
気
軽

に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の
講

習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（講
習
は
、原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

で
１
時
間
程
度
行
な
い
ま
す
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
新
規
利
用
講
習
会

（
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
向
け
）

森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
（
国
有
林
）
の
指
定
ル

ー
ト
を
、
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
な
ど
と

し
て
今
後
利
用
さ
れ
る
予
定
の
方
を
対
象
と
し
た
講

習
会
（
新
規
）
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
ガ
イ
ド
と
し
て
南
島
お
よ
び
石
門
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
別
途
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習

の
受
講
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
更
新
講
習
に
つ
い
て
は
別
途
行
い
ま
す
の

で
、
対
象
者
（
講
習
修
了
証
の
有
効
期
間
が
平
成
28

年
３
月
ま
で
の
方
）に
は
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

今
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

◎
新
規
講
習

【
受
付
期
間
】
１
月
４
日
（月
）～
15
日
（金
）

（土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
）

【
受
付
方
法
】

18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類
お

よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。母

島
の
方
は
、
電
話
で
連
絡
後
、
証
明
書
類
お
よ

び
印
鑑
を
講
習
会
当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
父
島
】

《
日
時
》
２
月
５
日
（金
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

《
場
所
》
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
２
月
18
日
（木
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課

２
―
２
１
０
３
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小
笠
原
支
庁
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
設
置

11
月
９
日
よ
り
、
小
笠
原
支
庁
の
各
係
に
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
番
号
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
は
お
問
合
せ

先
の
係
へ
直
接
お
電
話
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
母
島
出
張
所
、
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
、

水
産
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
総
務
課
経
理
係

２
―
２
１
３
１

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
伴
う

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
な
い
ま
す
。

安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い
て
国
有

林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
お
よ

び
作
業
区
域
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
作
業
期
間
】
12
月
６
日
（
日
）
～
13
日
（
日
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施
し

ま
す
。

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
開
始

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
終
了

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に
小

港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を
除

く
）

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】

①
赤
旗
山
指
定
ル
ー
ト

12
月
９
日
（
水
）・
13
日
（日
）

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

12
月
９
日
（
水
）

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

12
月
９
日
（
水
）

④
西
海
岸
方
面
指
定
ル
ー
ト

12
月
７
日
（
月
）

●
問
合
せ
先

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
６
７

南
島
で
の
外
来
ネ
ズ
ミ
類
の
駆
除

東
京
都
で
は
、
南
島
で
外
来
ネ
ズ
ミ
類
に
よ
る
海

鳥
類
へ
の
食
害
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
殺
鼠
剤

と
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
餌
箱
）
を
使
っ
て
駆
除

を
実
施
し
ま
す
。

駆
除
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
村
民
だ
よ

り
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

12
月
中
旬
〜
平
成
28
年
２
月
末

【
使
用
す
る
殺
鼠
剤
】

○
ヤ
ソ
ヂ
オ
ン
（
ダ
イ
フ
ァ
シ
ノ
ン
製
剤
）

農
薬
取
締
法
の
用
量
に
則
り
１
ha
あ
た
り
３
kg

を
上
限
と
し
ま
す
。

【
設
置
す
る
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
】

○
南
島
全
域
に
約
２
２
０
個
（
１
ha
あ
た
り
８
個
程

度
）

※
南
島
の
入
島
可
能
期
間
（
12
月
27
日
～
平
成
28

年
１
月
２
日
、
お
よ
び
２
月
３
日
以
降
）
に
つ
い
て

は
、
観
光
利
用
に
配
慮
し
、
自
然
観
察
路
付
近
の
ベ

イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
時
的
に
移
動
ま
た
は
撤
去

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
６
７

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
侵
入
へ
の
警
戒

【
小
笠
原
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

鹿
児
島
県
・
奄
美
大
島
に
お
い
て
、
今
年
の
９
月

か
ら
、
カ
ン
キ
ツ
や
果
実
の
害
虫
で
あ
る
「
ミ
カ
ン

コ
ミ
バ
エ
」
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
は
、
か
つ
て
小
笠
原
に
も
生
息

し
て
い
ま
し
た
が
、
防
除
事
業
に
よ
り
昭
和
60
年
に

根
絶
し
ま
し
た
。

根
絶
以
降
、
支
庁
で
は
島
内
50
か
所
に
ト
ラ
ッ
プ

を
仕
掛
け
る
ほ
か
、
果
実
の
調
査
を
、
そ
れ
ぞ
れ
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
、
根
絶
以
降
30
年
間
一
度
も
侵

入
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
万
が
一
の
侵
入
に
備
え
て
、
調
査
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
総
合
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
は
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ハ

ワ
イ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
国
な
ど
に
生
息
し
、
カ
ン

キ
ツ
類
、
多
く
の
熱
帯
果
実
類
、
ト
マ
ト
、
ト
ウ
ガ

ラ
シ
等
の
果
実
に
寄
生
す
る
害
虫
で
、
こ
れ
ら
の
果

実
を
日
本
へ
持
ち
込
む
こ
と
は
植
物
防
疫
法
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
手
荷
物
で
植
物
を
持
ち
込
む
際
は
、

国
と
植
物
の
種
類
に
よ
り
、
検
査
を
受
け
れ
ば
持
ち

込
め
る
も
の
、
持
ち
込
み
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
空
港
の
植

物
検
疫
カ
ウ
ン
タ
ー
で
植
物
防
疫
所
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

○
再
侵
入
警
戒
調
査
に
関
す
る
こ
と

支
庁
産
業
課
産
業
係

２
―
２
１
２
５

○
植
物
防
疫
に
関
す
る
こ
と

総
合
事
務
所
業
務
課

２
―
２
１
０
２

第
３
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
・お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
講
い
た
し
ま
す
。

【
内
容
】
病
害
虫
防
除
・
農
薬
関
係
情
報
、
小
笠
原

に
お
け
る
新
発
生
病
害
虫
の
発
生
生
態
と
そ
の
対

策
【
講
師
】

○
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
振
興
課

技
術
総
合

調
整
係
担
当
係
長

宇
津
木

栄
司

○
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー

大
林

隆
司

菅
原

優
司

【
開
講
日
】

《
父
島
》
12
月
10
日
（木
）午
後
２
時
～

《
母
島
》
12
月
11
日
（金
）午
後
４
時
～

【
場
所
】

《
父
島
》
Ｊ
Ａ
直
売
所
２
階
会
議
室

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館

【
対
象
者
】
村
内
に
居
住
す
る
農
業
者

【
今
後
の
予
定
】
平
成
28
年
２
月
に
次
回
開
催
予
定

●
問
合
せ
先

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー

２
―
２
１
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

２
―
２
５
６
５

課名 係 名 電話番号

総務課

庶務係 ２－２１２１

経理係 ２－２１３１

行政係 ２－３２３０

産業課

商工係 ２－２１２２

産業係 ２－２１２５

水産係 ２－２１０５

土木課

工務係 ２－２１２３

道路河川係 ２－２１６３

自然公園係 ２－２１６５

自然環境担当 ２－２１６７

住宅係 ２－２１６９

港湾課

管理係 ２－２０１５

工事第一係 ２－２１６１

工事第二係 ２－２１６２
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母
島
巡
回
労
働
相
談

【
日
時
】
12
月
21
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
）

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
）

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）

※
当
日
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
開
催

◎
第
43
回
「月
の
か
ぐ
や
」

月
に
帰
っ
た
か
ぐ
や
姫
、
そ
し
て
日
本
の
か
ぐ
や

衛
星
。
二
つ
の
「
か
ぐ
や
」
の
お
話
を
楽
し
み
な
が

ら
、
月
を
見
て
み
よ
う
！

【
日
時
】
12
月
16
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

【
募
集
人
数
】
30
名

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
）

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

【
申
込
締
切
】
12
月
15
日
（火
）ま
で

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催

恒
例
の
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
・

寄
付
物
品
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

（申
込
不
要
、
当
日
９
時
か
ら
準
備
可
。
売
上
の
一
部

の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
）

【
日
時
】
12
月
13
日
（日
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

２
―
２
４
８
６

明
老
会
パ
ー
ト
職
員
募
集
（
調
理
員
）

【
仕
事
内
容
】
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
の
調
理
業
務

【
勤
務
日
】
週
１
日
～
３
日

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分
の
う
ち

４
～
５
時
間
程
度

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
は
朝
食
・
夕
食
・
休
日

の
勤
務
有
り

【
時
給
】
１
０
２
０
円
～

●
問
合
せ
先

明
老
会

２
―
３
９
１
１

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
実
施
日
程
】
12
月
18
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付
番
号

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
相
談
電
話
番
号０

３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間

都
と
区
市
町
村
で
は
、
安
定
し
た
税
収
確
保
と
納

税
の
公
平
性
確
保
を
目
指
し
て
、
12
月
を

「オ
ー

ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間
」と
し
、都
と
区
市

町
村
が
連
携
し
た
広
報
や
催
告
に
よ
る
納
税
推
進
、

差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
な
ど
、
多
様
な
徴
収
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
方
に
は
電
話
や
訪
問
に

よ
る
納
税
催
告
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

文
化
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に
よ

る
、
文
化
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
掲
示
板
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
15
分
～

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
体
育
館

●
問
合
せ
先

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表

志
村
陽
子

２
―
７
７
０
０

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
12
月
の
開
館
日
】

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
、
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

12
月
27
日
（
日
）
～
１
月
10
日
（
日
）
ま
で
毎

日
開
館
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
、
夜
間
開
館
（
午
後

９
時
ま
で
）
に
つ
い
て
は
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
別
展
】

《
本
館
》「
小
笠
原
の
地
名
」

～
「
Ｂ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
」、「
Ｏ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ａ
」

は
ど
こ
か
ら
？
な
ぜ
こ
の
名
に
？

～

ボ
ニ
ン
、
小
笠
原
、
父
島
…
小
笠
原
の
地
名
は
、

歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
、
ど
う
変
わ

っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
幕
末
調
査
時
の
絵

と
現
在
の
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

《
新
館
》「
い
る
か
展
」
※
開
催
中

～
見
て
！
泳
い
で
！
も
っ
と
わ
か
る
！
～

【
講
演
会
】

「
小
笠
原
の
固
有
植
物
の
進
化
～
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ボ

チ
ョ
ウ
ジ
の
♂
と
♀
～
」

小
笠
原
で
は
固
有
植
物
が
多
い
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ら
の

種
の
花
の
性
が
様
々
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
島
で
独
自
に
進
化
し
た
と
思
わ
れ
る
花

の
性
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
日
時
》
12
月
３
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分

《
講
演
者
》
菅
原

敬

《
場
所
》
新
館
ホ
ー
ル

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京
小
笠
原
研
究
委
員
会

《
共
催
》（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（
ボ

ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１
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平
成
28

年
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署

武
道
始
式

小
笠
原
警
察
署
武
道
始
式
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
28
年
１
月
６
日
（水
）午
後
２
時
～

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊

体
育
館

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
警
察
署

２
―
２
１
１
０

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
大
募
集

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
日
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

①
12
月
31
日
（木
）午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分
頃

②
12
月
31
日
（木
）午
後
９
時
30
分

～
翌
午
前
１
時
頃

③
１
月
１
日
（金
）午
前
７
時
30
分

～
午
後
３
時
頃

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】
17
名
程
度

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
ほ
か

【
時
給
】
１
千
円
～
１
千
５
０
０
円

【
募
集
締
切
】
決
定
次
第
、
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７

｢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー｣

に
関
す
る
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
や
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装

っ
た
不
審
な
電
話
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
臨
時
福
祉
給
付
金
の
手
続
で
、

電
話
で
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
、
口

座
番
号
や
口
座
の
暗
証
番
号
、所
得
や
資
産
の
情
報
、

家
族
構
成
や
年
金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
ら
、迷
わ
ず
、

警
察
署（
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話(

♯
９
１
１
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
警
察
署

２
―
２
１
１
０

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

新
は
は
じ
ま
丸
の
進
捗
状
況
お
よ
び

進
水
式
の
開
催

新
は
は
じ
ま
丸
は
、
現
在
、
長
崎
県
の
渡
辺
造
船

所
で
建
造
中
で
す
。

進
捗
状
況
は
、
９
月
11
日
の
起
工
式
を
経
て
、
11

月
現
在
は
、
各
船
体
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
立
て
、
主

機
関
を
は
じ
め
と
す
る
各
機
材
が
製
作
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

平
成
28
年
１
月
よ
り
、
船
台
で
の
各
船
体
ブ
ロ
ッ

ク
搭
載
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

「
進
水
式
」
は
、
平
成
28
年
３
月
27
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
新
造
船
に
と
っ
て
進
水
式
は
と
て
も
重
要
な

儀
式
で
す
。
艤
装
を
待
つ
ば
か
り
に
な
っ
た
船
体
が

初
め
て
海
に
浮
か
ぶ
瞬
間
は
、
感
激
あ
ふ
れ
る
光
景

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
普
段
見
る
機
会
の
な
い
「
進
水
式
」
を

観
覧
で
き
る
ツ
ア
ー
を
設
定
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の

方
は
、
次
の
旅
行
代
理
店
の
進
水
式
ツ
ア
ー
に
お
申

込
み
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
各
旅
行
代
理
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

○
進
水
式
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド

０
３
―
３
４
３
１
―
３
０
０
１

○
新
造
船
に
つ
い
て

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
）

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人
２ 等 ２３，２１０ （+0） １１，６１０ （+0）

特 ２ 等 ３４，８１０ （+0） １７，４１０ （+0）

１ 等 ４６，４４０ （+0） ２３，２２０ （+0）

特 １ 等 ５３，６９０ （+0） ２６，８５０ （+0）

特 等 ５８，１１０ （+0） ２９，０６０ （+0）

２等（学割） １８，５７０ （+0）
２ 等

（身障者割引） １１，６１０ （+0） ５，８１０ （+0）

村民割引
（往復）２等・
特２等・１等

※片道は半額

２等：34,820

特２等：58,020

１等：81,280

（+0）

（+0）

（+0）

２等：17,420

特２等：29,020

１等：40,640

（+0）

（+0）

（+0）

貨
物
運
賃

１ 等 品 １５，６３８ （+0）

２ 等 品 １４，５５８ （+0）

３ 等 品 １３，３９２ （+0）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，５６７ （+0）

０．０７５トン以下 １，１６６ （+0）

１２月の燃料油価格変動調整金
１２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ８，７４２ （+448）

２ 等 品 ８，１９６ （+420）

３ 等 品 ７，６５０ （+392）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ８７６ （+45）

０．０７５トン以下 ６６０ （+34）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，２３０ （+350） ２，１２０ （+180）

１ 等 ８，４６０ （+700） ４，２３０ （+350）

村民割引
（往復）２等 ５，０８０ （+420） ２，５４０ （+210）
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専
門
診
療

◎
小
児
科

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
９
日
（水
）午
後
２
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
11
日
（金
）午
前
10
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
11
時

《
場
所
》
母
島
診
療
所

◎
産
科
・婦
人
科

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
16
日
（水
）

《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
18
日
（金
）

21
日
（月
）～
23
日
（水
）

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

※
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

《
予
約
時
間
》
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

な
お
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の
実

施
に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
午
後
外
来
の
変
更

12
月
23
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
、
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
前
日
の
22
日
（火
）

に
午
後
も
診
察
を
行
な
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

定
期
予
防
接
種

【
父
島
】

《
日
時
》

○
12
月
３
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時

○
12
月
24
日
（木
）午
後
４
時
～
４
時
30
分

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》

○
12
月
３
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時

○
12
月
24
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時

《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（予
約
不
要
）】

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、

○
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診

今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳
の
乳
幼
児

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
10
日
（木
）

受
付
時
間

午
前
９
時
～
10
時
30
分
、

午
後
２
時
～
３
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
11
日
（金
）

受
付
時
間

午
後
２
時
～
３
時
30
分

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
）

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
日
時
】
12
月
16
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

雨
天
の
場
合
、
室
内
運
動
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

◎
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
集
団
ね
ぐ
ら
保
全

の
お
願
い

９
月
号
に
て
、
今
年
の
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
状
況
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ウ
モ
リ
が
12
月
頃

か
ら
扇
浦
地
区
の
一
部
に
集
団
ね
ぐ
ら
を
形
成
し
、

繁
殖
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
小
笠
原
唯
一
の
固
有
哺

乳
類
で
あ
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
保
全
の

た
め
、
次
の
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
コ
ウ
モ
リ
は
日
中
寝
て
い
る
の
で
、
そ
っ
と
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
周
辺
の
森
林
内
に
立
ち
入

っ
た
り
、
観
察
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
飛
び
立
ち
を
観
察
さ
れ
る
時
は
、
コ
ウ
モ
リ
を

驚
か
せ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
周
辺
の
居
住
者
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
観
察
し

て
く
だ
さ
い
。

○
日
中
の
飛
来
や
個
体
の
落
下
な
ど
の
異
常
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
環
境
省
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

※
集
団
ね
ぐ
ら
が
形
成
さ
れ
る
場
所
は
、
毎
年
12
月

１
日
か
ら
翌
年
６
月
30
日
ま
で
「
国
指
定
鳥
獣
保
護

区
特
別
保
護
指
定
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
を

含
む
動
物
の
持
ち
込
み
、
撮
影
な
ど
の
立
ち
入
り
な

ど
、
生
息
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
行
為
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
コ
ウ
モ
リ
の
餌
が
山

で
乏
し
く
な
り
、
農
地
や
集
落
の
果
実
な
ど
の
食
害

が
多
く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
で
は
、
コ
ウ
モ
リ
に
よ
る
食
害
を
コ
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ウ
モ
リ
に
と
っ
て
安
全
な
方
法
で
防
ぐ
た
め
「
オ
ガ

サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
農
作
物
被
害
防
除
対
策
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
の
申
請
方
法
や
そ
の
ほ
か
詳
細
に
つ

い
て
は
環
境
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所２

―
７
１
７
４

環
境
課
環
境
係

２
―
３
１
１
１

◎
村
民
意
見
交
換
会
の
母
島
開
催
結
果

11
月
12
日
に
「
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
村
民
意

見
交
換
会
」
を
母
島
で
開
催
し
、
行
政
機
関
も
含
め

24
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
①「
遺
産
登
録
１
０
０
年
後
の
小
笠
原
」

で
は
、
参
加
者
全
員
に
２
１
１
１
年
の
小
笠
原
が
ど

の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
か
を
う
か
が
い
、

主
に
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

○
ア
カ
ギ
の
駆
除
実
現
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
の
増
加
、
生
物
多
様
性
な
ど
の
「
豊
か
で
健

全
な
自
然
」
に
関
す
る
こ
と

○
地
産
地
消
・
自
給
自
足
の
推
進
や
独
自
の
文

化
・
自
治
の
発
展
な
ど
の
「
自
立
し
た
小
笠
原
」

に
関
す
る
こ
と

○
自
然
保
護
と
に
ぎ
や
か
さ
の
両
立
や
島
民
の
自

然
保
護
へ
の
高
い
意
識
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
な
ど
の
「
く
ら
し
と
自
然
の
共
存
」
に
関

す
る
こ
と

○
内
地
並
み
に
便
利
、
島
内
で
の
出
産
・
大
学
教

育
な
ど
の
「
く
ら
し
や
す
さ
」
に
関
す
る
こ
と

○
そ
の
ほ
か
「
ス
テ
キ
な
ま
ま
」、「
変
化
」、「
小

笠
原
で
お
も
て
な
し
」
な
ど

意
見
交
換
②
「
動
物
と
く
ら
す
と
い
う
こ
と
」
で

は
、
参
加
者
全
員
に
「
イ
ヌ
、
ネ
コ
以
外
の
ペ
ッ
ト

を
登
録
制
と
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

父
島
の
開
催
結
果
と
同
じ
く
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
「
す
ご
く
よ
い
」、「
や
や
よ
い
」
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。
た
だ
し
、
母
島
と
父
島
の
人
口
差
に
よ
る

実
効
性
の
違
い
や
、
固
有
種
の
保
護
だ
け
で
な
く
、

ペ
ッ
ト
の
た
め
と
い
う
目
的
も
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
意
見
交
換
会
に
て
報
告
し
た
「
世

界
自
然
遺
産
に
関
す
る
取
組
紹
介
」
と
「
世
界
自
然

遺
産
に
関
す
る
村
民
意
向
調
査
の
結
果
速
報
」
の
資

料
を
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
た
は
母
島
支
所
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kanky

o_news/

◎
人
も
ペ
ッ
ト
も
野
生
動
物
も
幸
せ
に
く
ら
す
た
め

に
（
動
物
派
遣
診
療
の
開
催
報
告
）

11
月
14
日
に
母
島
で
、
17
日
～
20
日
に
父
島

で
、
東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
「
動
物
派
遣
診
療
」

を
実
施
し
、
小
笠
原
で
飼
い
主
と
く
ら
す
多
く
の
ペ

ッ
ト
の
健
康
診
断
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

診
療
の
合
間
に
、
地
元
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
、
父

島
と
母
島
で
行
な
っ
て
い
る
山
域
の
ネ
コ
対
策
や
集

落
の
対
策
と
な
っ
て
い
る
「
小
笠
原
村
飼
い
ネ
コ
適

正
飼
養
条
例
」、「
動
物
派
遣
診
療
」
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
や
現
状
の
説
明
・
紹
介
を
行
な
い
ま
し
た
。

ネ
コ
・
イ
ヌ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
う
こ
と

は
、
小
笠
原
の
貴
重
で
大
切
な
自
然
環
境
の
保
全
と

と
も
に
、
ペ
ッ
ト
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
世
代
の
子
供
の
育
成
を
図
る
た
め
、

同
診
療
に
派
遣
さ
れ
た
獣
医
師
に
よ
る
、
母
島
小
学

校
の
１
・
２
年
生
、
小
笠
原
小
学
校
の
１
年
生
、
小

笠
原
中
学
校
の
１
年
生
を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
も

行
な
い
ま
し
た
。

小
学
生
向
け
の
授
業
で
は
、
学
校
で
飼
っ
て
い
る

ニ
ワ
ト
リ
を
は
じ
め
と
し
た
動
物
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
が
ニ
ワ

ト
リ
の
心
音
を
聞
い
て
み
た
り
、
実
際
に
抱
い
て
み

た
り
し
ま
し
た
。

中
学
生
向
け
の
授
業
で
は
、
小
笠
原
で
伴
侶
動
物

が
飼
い
主
と
だ
け
で
は
な
く
、
小
笠
原
の
自
然
と
共

生
す
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
の
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
ペ
ッ
ト
や
家
畜
に
つ

い
て
、
小
笠
原
で
実
施
し
て
い
る
ヤ
ギ
や
ネ
コ
な
ど

の
外
来
種
対
策
の
説
明
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
小

笠
原
で
く
ら
す
生
き
物
全
て
の
命
の
大
切
さ
を
考
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
「
愛
玩
動
物
に
よ

る
新
た
な
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
防
止
に
関
す
る
地

域
課
題
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
の
議
論
や
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
小
笠

原
で
、
人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が
う
ま
く
共
生
し

て
い
く
た
め
の
取
組
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
課
環
境
係

２
―
３
１
１
１

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ

第
９
貝
「
シ
マ
の
マ
イ
マ
イ
」

小
笠
原
と
い
え
ば
進
化
の
島
、
ま
た
の
名
を
東
洋

の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
。
こ
こ
で
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が

十
九
世
紀
の
生
物
学
者
、
進
化
論
で
有
名
な
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
調
査
船
ビ
ー
グ
ル
号
の
航
海
に
参
加
、
立

ち
寄
っ
た
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
進
化
論
の
着
想
を
得

た
。ダ

ー
ウ
ィ
ン
は
、
島
に
住
む
固
有
の
生
物
は
、
大

陸
か
ら
渡
来
し
た
祖
先
か
ら
進
化
し
た
と
考
え
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
頭
の
痛
い
問
題
が
あ
っ
た
。

彼
が
訪
れ
た
ど
の
島
に
も
、
空
を
飛
べ
ず
、
泳
ぐ

こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
住
ん
で
い

た
の
だ
。
い
っ
た
い
彼
ら
は
ど
う
や
っ
て
海
を
渡
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
。

そ
こ
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
あ
る
実
験
を
や
っ
て
み

た
。
エ
ス
カ
ル
ゴ
を
海
水
に
沈
め
て
、
ど
う
な
る
か

調
べ
て
み
た
の
だ
。
す
る
と
驚
い
た
こ
と
に
、
塩
水

に
漬
か
り
っ
ぱ
な
し
の
エ
ス
カ
ル
ゴ
は
、
二
十
日
た

っ
て
も
元
気
だ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
浮
い
た
り
流
木
に

付
く
だ
け
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ
が
海
を
渡
る
こ
と
は
可

能
だ
ろ
う
。
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ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
悩
み
が
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
新
し
い
種
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
仕

組
み
を
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
に
対
す
る

答
え
の
ひ
と
つ
は
、
彼
の
航
海
記
に
触
発
さ
れ
て
研

究
を
進
め
た
生
物
学
者
、
ジ
ョ
ン
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
。

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
、
ハ
ワ
イ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
研

究
か
ら
、
ひ
と
つ
の
種
は
、
地
理
的
に
隔
離
さ
れ
る

こ
と
で
別
の
種
に
進
化
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

さ
ら
に
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
、
偶
然
の
変
化
に
よ
っ

て
こ
の
よ
う
な
進
化
が
起
き
る
と
考
え
た
。
こ
れ
は

後
の
遺
伝
学
者
に
よ
っ
て
「
遺
伝
的
浮
動
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
提
唱
し
た
「
自
然
選

択
」
と
と
も
に
進
化
の
最
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
さ

れ
て
い
る
。

さ
て
、
実
は
こ
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
、
本
業
は
牧
師

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
な
ん
と
十
九
世
紀
末
の
日
本
に

布
教
に
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
と
交
流
を
も
っ
た
日

本
人
の
中
に
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
研
究
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
者
が
い
た
。平
瀬
与
一
郎
で
あ
る
。平
瀬
は
、

後
に
日
本
の
貝
類
学
の
創
始
者
に
な
る
と
と
も
に
、

初
め
て
小
笠
原
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
研
究
を
行
い
、
そ

の
多
様
さ
と
価
値
を
世
に
示
す
こ
と
に
な
る
。

小
笠
原
の
カ
タ
ツ
ム
リ
は
こ
ん
な
意
外
な
縁
で
、

本
家
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
文
】
東
北
大
学

千
葉
聡

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠

原
高
校

髙
橋
海
里
・
高
橋
ひ
か
る

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

２
―
３
１
１
７

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
初
確
認

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
初
ク
ジ
ラ

が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
発
見
は
、
昨
年
と
同
じ
11
月

13
日
。
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
と
西
島
の

間
で
、
２
頭
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
18
日
に
も
弟
島
の
西
側
で
２
頭
を
発

見
し
た
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
同
一
の

個
体
が
付
近
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も

違
う
個
体
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
年
は
島
か
ら
離
れ
た
沖
合
か
ら
も
発
見

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
宮
崎
海
洋
高
等
学
校
の

実
習
船
「
進
洋
丸
」
か
ら
、
地
図
に
示
し
た
星
印
の

地
点
で
、
11
月
６
日
に
発
見
し
た
と
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
初
ク
ジ
ラ
と
い
え
ば
、
島
か
ら

近
い
沿
岸
部
か
ら
で
し
た
が
、
ど
う
も
私
た
ち
が
気

づ
か
な
い
間
に
、
沖
合
を
通
過
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

も
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
沿
岸
、
沖
合
の
両
方
か
ら
発
見
情
報
が
寄

せ
ら
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま

り
で
す
。
早
速
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「
鯨

の
ぼ
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
一
足
早
い
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
毎
年
12
月
か
ら
５
月
末
ま
で
、
定

点
観
測
を
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
行
い
ま
す

(

荒
天
時
や
海
況
不
良
の
と
き
は
中
止)

。

こ
れ
か
ら
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
自
主
ル
ー
ル
に
基
づ

く
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
る
際
は
、

い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観
察
で
き
る
よ

う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
自
主
ル
ー
ル
：
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
あ
た
っ
て
】

○
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
を
減
速
水
域
と
す

る
。

○
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
に
は
、
こ
ち
ら
か

ら
侵
入
し
な
い
。

○
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会２

―
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
175

◎
母
島
列
島
調
査
に
つ
い
て

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
ふ
化
調
査
は
父
島
列
島

だ
け
で
な
く
、
母
島
列
島
・
聟
島
列
島
で
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
父
島
列
島
調
査
の
よ
う
に
高
頻
度
で
調

査
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
年
に
数
回
、

調
査
な
ど
を
行
な
い
、産
卵
海
岸
を
周
っ
て
い
ま
す
。

母
島
列
島
で
は
母
島
５
海
岸
、
平
島
１
海
岸
、
姉

島
１
海
岸
、
向
島
２
海
岸
の
計
９
海
岸
の
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
産
卵
巣
数
が
一
番
多
い
の

は
平
島
で
、
毎
年
母
島
列
島
に
お
け
る
産
卵
巣
の
約

４
割
前
後
が
こ
こ
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
産
卵
シ
ー
ズ
ン
中
の
母
島
列
島
調
査
は
平
島
で

キ
ャ
ン
プ
を
行
な
い
、
昼
間
の
産
卵
調
査
と
並
行
し

て
夜
間
は
母
ガ
メ
へ
の
標
識
装
着
調
査
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

次
に
産
卵
が
多
い
の
が
母
島
・
大
崩
海
岸
で
す
が
、

大
崩
海
岸
は
海
況
に
よ
っ
て
上
陸
で
き
な
い
場
合
も

多
く
、
毎
年
安
定
し
た
調
査
を
実
施
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
名
前
の
と
お
り
岩
が
崩
れ

や
す
い
海
岸
特
性
か
ら
、
産
卵
エ
リ
ア
に
大
幅
な
落

石
が
起
こ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

姉
島
は
そ
の
次
に
産
卵
が
多
い
海
岸
で
す
が
、
カ

ニ
に
よ
る
食
害
も
非
常
に
多
く
、
稚
ガ
メ
の
ふ
化
率

は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

姉
島
だ
け
で
な
く
、
母
島
列
島
、
父
島
列
島
と
も

に
カ
ニ
に
よ
る
食
害
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
食
害
率
は
母
島
列
島
の
方
が

近
年
高
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
母
島
列
島
調
査
は
６
月
、
９
月
、

10
月
の
３
回
に
わ
た
り
実
施
し
、
10
月
の
調
査
を

も
っ
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
産
卵
・
ふ
化
調
査
は
全
て
終

了
し
ま
し
た
。
父
島
列
島
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
海
岸

の
調
査
が
全
て
終
わ
り
次
第
、
順
次
調
査
結
果
の
取

り
ま
と
め
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

２
―
２
８
３
０

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bonin-ocean.net
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クジラ：お酒を飲むことで、死亡率が下がるなんてこともあるんですね！

保健師：医学的な裏づけのあるデータですが、油断は禁物ですよ。また、小笠原村の健康診断は 12

月 4 日で終了となりますが、日々ほどほどの方も節制していた方も、引き続き、楽しく健

康的にお酒が飲めるようにしてきたいものですね。

クジラ：そうですね。「酒は飲んでも飲まれるな！」で年末年始を楽しく過ごしたいと思います！

お酒と一緒に栄養のバランスの

とれたもの、特にタンパク質や脂質を含んだ食物を食べる

と、アルコールと胃の粘膜の接触を緩和し、アルコールの吸

収のペースがゆるやかになり、それによって胃腸障害を予防

することができます。食べ物によって胃が活動し、腸との間

にある弁膜を閉じることで、アルコールの腸への移動を遅ら

せることもできます。また、食べ物に含まれる水分は、血液

中のアルコール濃度を薄める役割も果たします。

① 70％のエタノール（消毒用アルコール）を 2～3 滴、

絆創膏（薬剤のついていないもの）にしみこませる。

② 上腕の内側など皮膚の柔らかいところに貼る。

③ ７分後に絆創膏をはがし、皮膚の色を見る。

④ さらに 10 分後に（＝最初に貼ってから 17 分後）

皮膚の色を見る。

※チェックポイント A で、貼った部分が赤くなった場合

→お酒を飲めない体質

※チェックポイント B で、貼った部分が赤くなった場合

→お酒に弱い体質

※チェックポイント AB でどちらも変化がなかった場合

→お酒を普通に飲める体質

― 村 民 課 福 祉 係—

— 第 １ ９ ０ 号―

クジラの伝言板

村民課福祉係

2－3939

少量のお酒を食前に飲むと、

胃液の分泌を促し、食欲を増進させる効用があります。しか

し、空腹状態でたくさんのお酒を飲むと、胃腸を強く刺激し、

粘膜を荒らしてしまいます。また、胃腸に何もない状態では

アルコールが吸収されやすいため、急激に血液中のアルコー

ル濃度が上がり、さまざまな障害が起こりやすくなります。

「食前・空腹・お酒」の関係

お酒の効用を医学

的な面から裏づけるデータがあります。

適量のお酒を適正に飲んでいる人は、お

酒を全く飲まない人や大量に飲む人に比

べて、死亡率が低いのです。これを示す

グラフの形から「J カーブ効果」と呼ん

でいます。適度な飲酒が健康を増進することは、酒の種類

によらず、認められています。しかし、このカーブが右に

ずれるほど、すなわち酒量が増えるほど、害が飛躍的に増

加することも忘れてはいけません。

今月のお題は、「適正飲酒の10か条」の第2条からの引用です。

12月から1月にかけて、お酒を飲む機会も多い時期だと思います。昔から「酒は百薬の長」といわれ、適量であれば、精神や健康に

もプラスとなるばかりか、社会生活を営む上でも効用があります。「酒は飲んでも飲まれるな」と言われるように、お酒で健康を損ねて

しまうのは、もったいないことです。

「J カーブ効果」

判定結果

「食べながら」の効果

アルコールは、アセトアルデ

ヒド→酢酸（お酢）→水・二酸化炭素という流れを経て体外

に排出されます。日本人の約半数は、アセトアルデヒドを分

解する酵素が低い型に当てはまるそうです。お酒に強い、弱

いは生まれつきの酵素の働きで決まっています。努力で飲め

るようになることはありません。

簡単にわかる

パッチテスト

「強い人」？「弱い人」？

(考案者 独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター 樋口進)



第４３回小笠原ロードレース大会申込期間（～１/７） 専門診療（産科・婦人科）母島

地域振興に係る補助事業（第３回）募集期間（～２４） ヘルスアップ教室（父島）

ギャラクティック・キッズ申込期間（～１５） ギャラクティック・キッズ開催
行政相談所の開設（母島）

入港日 出港日

粗大ごみ収集（母島） 専門診療（産科・婦人科）父島

定期予防接種 電話による無料法律相談

ビジターセンター講演会 第3３回父母交流スポーツ大会

文化サークルフェスティバル（母島） 高校図書館開放

出港日 入港日

高校図書館開放 専門診療（産科・婦人科）父島（～２３）

母島巡回労働相談

西海岸方面指定ルート通行止め

母島小中学校ロードレース大会

行政相談所の開設（父島）

ノヤギ駆除（父島）
入港日 出港日

村議会第４回定例会（1日目） 定期予防接種

粗大ごみ収集（父島）

専門診療（小児科）父島 固定資産税・後期高齢者医療保険料（第３期）の納期期限

村民相談

赤旗山・時雨山・つつじ山指定ルート通行止め

村議会第４回定例会（２日目）

第３回農業者セミナー開講（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

親 医療助成更新・申請締切 入出港日

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

第３回農業者セミナー開講（母島）

専門診療（小児科）母島 クリーンセンター年内ごみ持ち込み予約締切（父島）

乳幼児健診・歯科健診（母島）

出港日

福祉バザー（父島）

赤旗山指定ルート通行止め

高校図書館開放 入出港日

第５回教育委員会

ノヤギ駆除（父島）

入港日 カウントダウンパーティー（父島）

世界自然遺産地域科学委員会・地域連絡会議
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天皇誕生日



施 設

月 日

12/25（金） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

12/26（土） 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 休 休

12/27（日） 休 休 平常通り 休 平常通り 平常通り 休 休

28（月） 平常通り 平常通り 休 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

29（火） 休 休 休 休 平常通り びん・ペットボトル 事前予約分のみ

30（水） 休 休 休 休 平常通り 飲料缶 事前予約分のみ

31（木） 休 休 休 休 平常通り 休 休

1/１（金） 休 休 休 休 平常通り 休 休

２（土） 休 休 休 休 平常通り 休 休

３（日） 休 休 休 休 平常通り 休 休

４（月） 平常通り 平常通り 休 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前に建設水道課（２—３１１５）への申請が必要です。

年内にクリーンセンターへの持ち込みを希望される方は、１２月２８日（月）までにお申し込みください。

※ごみの収集は、１月４日（月）から平常どおりとなります。

施 設 路 線

月 日 月 日

12/25（金） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 飲料缶 12/25（金） 平常通り 平常通り

12/26（土） 休 休 平常通り 平常通り 休 休 12/26（土） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

12/27（日） 休 休 休 平常通り 休 休 12/27（日） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

28（月） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 28（月） 平常通り 平常通り

29（火） 休 休 休 休 金属 29（火） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

30（水） 休 休 休 平常通り びん・ペットボトル 30（水） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

31（木） 休 休 休 休 休 31（木） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

1/１（金） 休 休 休 平常通り 飲料缶 1/１（金） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

２（土） 休 休 休 休 休 ２（土） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

３（日） 休 休 休 休 休 ３（日） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

４（月） 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 ４（月） 平常通り 平常通り

年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。

なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。

村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

平常通り
利用申込は
12月28日

まで

村民会館診療所
評 議 平
運 動 場

休

母 島 村 営 バ ス

扇浦線 循環線

休

情報
センター

奥村運動場診療所

父 島
父島

クリーンセンター

（持ち込み）

平常通り
利用申込は
12月28日

まで

平常通り

平常通り

地域福祉
センター

村役場
焼却ごみ
収 集

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

１２月２９日（火）～1月３日（日）
のダイヤは、各停留所に年末に掲示い
たします。

全域収集

資源回収
（コンテナ）

奥村・扇浦
交流センター

平常通り

平常通り

休

休

●問合せ先
 村営バス営業所  ２—３９８８
 産業観光課    ２—３１１４

全域収集

休

焼却ごみ収集・
生ごみ回収

資源回収
（コンテナ）

母島支所
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